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このガイドについて

このガイドでは、Oracle WebLogic Application Server に Oracle WebCenter Sites
をインストールし、選択したサポートされているデータベースに接続する手順に
ついて説明します。 これには、単一メンバー環境および垂直クラスタ環境におけ
る WebCenter Sites のインストール手順も含まれます。

このガイドで説明しているアプリケーションは、旧 FatWire の製品です。 命名規
則は次のとおりです。

• Oracle WebCenter Sites は、以前は FatWire Content Server と呼ばれていたアプ
リケーションの現在の名前です。 このガイドでは、Oracle WebCenter Sites を
WebCenter Sites と呼ぶこともあります。

• Oracle WebCenter Sites: Web エクスペリエンス管理フレームワークは、以前は
FatWire Web エクスペリエンス管理フレームワークと呼ばれていた環境の現
在の名前です。 このガイドでは、Oracle WebCenter Sites: Web エクスペリエン
ス管理フレームワークを Web エクスペリエンス管理フレームワークまたは
WEM フレームワークと呼ぶこともあります。

対象読者

このガイドは、インストール・エンジニアと、データベース、Web サーバーお
よびアプリケーション・サーバーのインストールおよび構成の経験者を対象とし
ています。

関連ドキュメント

詳細は、次のドキュメントを参照してください。

• Oracle WebCenter Sites: サポート・ソフトウェアの構成

• Oracle WebCenter Sites: LDAP との統合

• Oracle WebCenter Sites WEM フレームワーク管理者ガイド

• 『Oracle WebCenter Sites 管理者ガイド』

• 『Oracle WebCenter Sites 開発者ガイド』
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このガイド内の図

このガイドの多くの手順では、その手順を完了するために使用するダイアログ・
ボックスおよび類似ウィンドウのスクリーン・キャプチャを示しています。 スク
リーン・キャプチャは、手順を理解しやすくするために記載しています。 パラ
メータ値、選択するオプション、製品バージョン番号など特定の情報を示すこと
は目的としていません。

表記規則

このガイドでは、次の表記規則を使用します。

• 太字は、ユーザーが選択するグラフィカル・ユーザー・インタフェース要素
を示します。

• 斜体は、ドキュメントのタイトル、強調、またはユーザーが特定の値を指定
する変数を示します。

• 等幅フォントは、ファイル名、URL、サンプル・コード、または画面に表示
されるテキストを示します。

• 等幅太字フォントは、コマンドを示します。

サード・パーティのライセンス

Oracle WebCenter Sites およびそのアプリケーションには、サード・パーティの
ライブラリが含まれています。 詳細は、Oracle WebCenter Sites 11gR1: サード・
パーティのライセンスを参照してください。
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第 1 章

はじめに

この章では、WebCenter Sites のインストール準備に役立つ情報を提供します。 
この章は、次の項で構成されています。

• このガイドの構成

• Oracle WebCenter Sites をインストールする前に

• インストールのクイック・リファレンス

• このガイドで使用するパスおよびディレクトリ
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このガイドの構成
このガイドでは、単一メンバー環境およびクラスタ環境における WebCenter 
Sites のインストール手順について説明します。 このガイドでは、WebCenter 
Sites のサポートに必要な WebLogic Server のインストールおよび構成について
も説明します。 これには、管理サーバーおよび管理対象サーバーを含むドメイン
の構成と、バックエンド・データベースの作成が含まれます。 このガイドの最後
の章では、WebCenter Sites のインストール方法について説明します。

このガイドの内容は、インストールを完了する手順ごとではなく、機能別に編成
されています。 たとえば、アプリケーション・デプロイメントなどの機能はアプ
リケーション・サーバーに関連しています。 これは、実際には WebCenter Sites
をインストールするとき ( 第 IV 部 ) に実行するものですが、アプリケーション・
サーバーについて説明している第 II 部で紹介します。 WebCenter Sites インス
トールの主な各コンポーネントについては、それ自体の部で説明しています。 必
要なインストール手順の要約を、この章の終わりに示します (9 ページの「イン
ストールのクイック・リファレンス」を参照 )。

このガイドでは、次のトピックは取り上げていません。

• LDAP の統合。 このトピックの詳細は、Oracle WebCenter Sites: LDAP との統
合を参照してください。

• CAS クラスタリング。 このトピックの詳細は、Oracle WebCenter Sites: サポー
ト・ソフトウェアの構成を参照してください。

• Oracle Access Manager (OAM) の統合。 このトピックの詳細は、Oracle 
WebCenter Sites: サポート・ソフトウェアの構成を参照してください。

Oracle WebCenter Sites をインストールする前に
• Oracle WebCenter Sites の動作保証マトリックスを参照し、現在サポートされ

ているサードパーティ製品をインストールしていることを確認します。  

• このガイドでは、サードパーティ製品の構成に関する選択された情報のみを
提供しています。 詳細および最新の e-fix、パッチ、およびサービス・パック
の入手方法については、サードパーティ製品のベンダーのドキュメントおよ
びリリース・ノートを参照してください。

• 提供されているインストーラを GUI またはサイレント・インストール・
モードのいずれかで実行することで、WebCenter Sites をインストールおよ
びデプロイできます。 GUI インストーラを実行すると、グラフィカル・イン
タフェースによってインストール手順が示され、必要に応じて情報の入力お
よびオプションの選択が要求されます。 また、オンライン・ヘルプにアクセ
スすることもできます。 サイレント・インストールの場合は、提供されてい
るサンプル omii.iniファイルの 1 つに、そのファイル内のコメントを参考
にしてインストール設定を入力します。 このファイルは、WebCenter Sites の
インストールに使用されます。
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• 環境内のすべてのシステムで WebCenter Sites インストーラを実行します。 
システムには、コンテンツ管理または開発 ( これらのインストール・プロセ
スは同じ ) と、配信の 2 つのタイプがあります。 コンテンツ管理システムと
開発システムは同じモードで実行されますが、使用目的が異なります。  

• CLASSPATHおよび PATH環境変数から Java Runtime Environment の古いバー
ジョンを削除します。 

インストールのクイック・リファレンス
WebCenter Sites をサポートするサードパーティ・コンポーネントをインストー
ルおよび構成した後、WebCenter Sites を使用する各開発システム、コンテンツ
管理システム、および配信システムで WebCenter Sites インストーラを実行しま
す。 WebCenter Sites のインストール中に、サンプル・サイトおよびサンプル・
コンテンツをインストールすることもできます。

次の手順は、WebCenter Sites およびそのサポートするソフトウェアのインス
トールおよび構成の概要です。 この手順を手元に置いて、インストール手順およ
び詳細な手順を示す各章に対するクイック・リファレンスとしてください。

開発、コンテンツ管理、配信の各システムに対して次の手順を完了します。

I. データベースのセットアップ
データベース管理システムをインストールし、WebCenter Sites 用のデータベー
スを作成し、そのデータベースを構成することで、選択したサポートされている
データベースをセットアップします。 詳細は、Oracle WebCenter Sites: サポート・
ソフトウェアの構成を参照してください。

注意

• システム・タイプは、そのタイプを選択して「次へ」(GUI イ
ンストール ) をクリックしたりサイレント・インストーラを開
始した後は変更できません。

• このインストール・プロセスでは、配信システムにユーザー・
インタフェースはインストールされません。ただし、選択機
能の管理を有効にするための限られたバージョンの
WebCenter Sites の Admin インタフェースは例外です。

• 実際の WebCenter Sites 環境でのシステムの名前は、このド
キュメントで使用している名前と異なる場合があります。 通
常、コンテンツ管理システムはステージング、配信システム
は本番とも呼ばれます。 
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II. アプリケーション・サーバーのセットアップ
1. WebLogic Server をインストールします。 手順については、第 3 章

「WebLogic Server のインストール」を参照してください。

2. 28 ページの「WebLogic Server ドメインの作成および構成」に示すように
WebLogic Server ドメインを作成および構成します。 この手順では、次を実
行する必要があります。

a. ドメインの管理サーバーを作成します。

b. 本番環境の管理対象サーバーを作成し、クラスタ環境をセットアップす
る場合は、クラスタ・メンバーごとに管理対象サーバーを作成します。

c. ドメインに名前を付けます。

3. デプロイメントおよびデータベース通信のための環境をセットアップしま
す。 この手順では、次を実行する必要があります。

a. 環境変数を設定し、すべてのサーバーが正しい JDK を使用するようにし
ます。 手順については、39 ページの「環境変数の設定」を参照してくだ
さい。

b. ( オプション ) 非本番システムに対してホスト名検証を無効化します。 手
順については、39 ページの「( オプション ) ホスト名検証の無効化」を参
照してください。

c. WebCenter Sites のデプロイ先となるすべてのサーバーでトンネリングを
有効化します。 トンネリングにより、weblogic.Deployerユーティリ
ティを使用して (WebCenter Sites をデプロイする ) コマンドを実行でき
るようになります。 手順については、41 ページの「トンネリングの有効
化」を参照してください。

d. データ・ソースを設定します。 手順については、44 ページの「データ・
ソースの作成および構成」を参照してください。

III. ( オプション ) Web サーバーのセットアップ
WebLogic Server を Apache または IIS Web サーバーと統合する場合は、第 5 章

「Web サーバーのインストールおよび構成」の手順に従います。

IV. WebCenter Sites のインストール
1. WebCenter Sites インストーラを実行する前に、次の事項を確認します。

- WebCenter Sites のインストール先となるディレクトリを作成済であるこ
と。 ディレクトリ名およびパスには空白を含めることはできず、アプリ
ケーション・サーバーがそのディレクトリに対して読取りおよび書込み
可能であることが必要です。

- クラスタ化インストールの場合は、次のものを作成済であること。

- 管理対象サーバー。 このサーバーに WebCenter Sites をインストール
します。

注意

この章では、このガイドで使用されるサーバーを起動および停止する
ためのコマンドについても説明します。
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- すべてのクラスタ・メンバーが読取りおよび書込みできる共有ファイ
ル・システム・ディレクトリ。このディレクトリ名およびパスには空
白を含めることはできません。 次の事項に注意してください。

- 配信システムの場合、共有ファイル・システム・ディレクトリの
デフォルトの場所は、WebCenter Sites がインストールされている
ディレクトリを含むディレクトリです。

- コンテンツ管理および開発のシステムの場合、共有ファイル・シ
ステム・ディレクトリのデフォルトの場所は、WebCenter Sites が
インストールされているディレクトリ内です。

- JDK /binディレクトリをパス変数に追加済であること。

- 使用システムが WebCenter Sites インストーラ GUI を表示可能であるこ
と。 インストーラはテキスト・モードでは機能しません。

2. GUI インストーラまたはサイレント・インストーラを実行することで Web
アプリケーションとして WebCenter Sites をインストールします。 手順につ
いては、65 ページの「Web アプリケーションとしての WebCenter Sites のイ
ンストール」を参照してください。 

インストールの途中で WebCenter Sites アプリケーションを手動でデプロイ
し、残りの手順を実行してインストールを完了します。 手順については、49
ページの「Web アプリケーションのデプロイ」を参照してください。

3. 使用システムに適したインストール後の手順を完了します。 完全な手順につ
いては、71 ページの「インストール後の手順」を参照してください。

a. UNIX 上に WebCenter Sites をインストールした場合は、71 ページの
「ファイルの権限の設定 (UNIX のみ )」の手順に従うことで WebCenter 

Sites バイナリの権限を設定します。

b. WebCenter Sites には、Microsoft XML Parser の変更されたバージョン
(WEB-INF/libディレクトリにある MSXML.jar) が含まれています。 
Microsoft XML Parser の異なるバージョンが WebCenter Sites CLASSPATH
環境変数で参照されている場合は、WebCenter Sites で使用されるバー
ジョンを参照するようにパスを変更する必要があります。そうしないと、
解析時に WebCenter Sites が失敗します。 詳細は、71 ページの「XML
パーサーのロード」を参照してください。

c. 71 ページの「ライブラリ・パス変数への WebCenter Sites バイナリ・
ディレクトリの追加」の説明に従って、WebCenter Sites バイナリ・ディ
レクトリをライブラリ・パス変数に追加します。

d. Oracle WebCenter Sites に全体管理者としてログインし、WebCenter Sites
の Admin インタフェースおよび Contributor インタフェースにアクセス
することで WebCenter Sites のインストールを確認します。 手順について
は、72 ページの「WebCenter Sites のインストールの検証」を参照してく
ださい。 

e. インストールした WebCenter Sites システムが配信システムである場合
は、WebLogic を本番モードに切り替えます。 手順については、76 ページ
の「WebLogic の本番モードへの切替え ( 配信システムのみ )」を参照し
てください。

f. CAS を Oracle Access Manager (OAM) に置き換える場合は、Oracle 
WebCenter Sites: サポート・ソフトウェアの構成の手順に従ってください。
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g. LDAP の統合を実行する必要がある場合は、77 ページの「LDAP の統合」
の手順を完了します。 

h. クラスタ化システムを作成する場合は、78 ページの「WebCenter Sites ク
ラスタのセットアップ ( オプション )」の手順に従います。

i. CAS をクラスタ化する場合は、Oracle WebCenter Sites: サポート・ソフト
ウェアの構成の手順に従ってください。

j. CAS を再デプロイする必要がある場合は、Oracle WebCenter Sites: サポー
ト・ソフトウェアの構成の手順に従ってください。

4. すべてのインストールが完了し、検証したら、業務目的に合わせて
WebCenter Sites を設定します。 手順については、『Oracle WebCenter Sites 管
理者ガイド』および『Oracle WebCenter Sites 開発者ガイド』を参照してくだ
さい。 

このガイドで使用するパスおよびディレクトリ

名前 説明

<domain_home> WebLogic ドメインへのパス。このパスはドメイン
名を含みます。

<cs_install_dir> WebCenter Sites がインストールされているディレク
トリのパス。このパスには WebCenter Sites アプリ
ケーションの名前は含まれません。

<wl_home> WebLogic がインストールされているディレクトリ
のパス。このパスはそのディレクトリの名前を含み
ます。 

<shared_dir> 指定されているシステム上の共有フォルダのパス。
このパスは共有フォルダの名前を含みます。

<wl_home>/
wlserver_10.x

このガイドで使用される WebLogic Server ディレク
トリ。

<wl_home>/
workshop_10.x

このガイドで使用される WebLogic Workshop ディ
レクトリ。 

<deploy_dir> WebCenter Sites のデプロイ先のディレクトリのパ
ス。 このパスはデプロイメント・ディレクトリの名
前を含みます。
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第 1 部

データベース

この部には、WebCenter Sites で使用されるデータベースについて簡単にまとめ
た章が含まれています。 データベースの作成および構成の手順は、Oracle 
WebCenter Sites: サポート・ソフトウェアの構成で説明しています。

この部は、次の章で構成されています。

• 第 2 章「データベースのセットアップ」 
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第 2 章

データベースのセットアップ

WebCenter Sites は、WebCenter Sites 用に特別に構成したデータベースへのアク
セスを必要とします。 サポートされているデータベース ( および他のサードパー
ティ・コンポーネント ) のリストについては、Oracle WebCenter Sites の動作保証
マトリックスを参照してください。 

他の WebCenter Sites のサポートするソフトウェアをインストールする前に、次
の手順を完了する必要があります。

1. データベース管理システムをインストールします。 詳細は、製品ベンダーの
ドキュメントを参照してください。

2. WebCenter Sites 用のデータベースを作成および構成します。 詳細は、Oracle 
WebCenter Sites: サポート・ソフトウェアの構成を参照してください。 データ
ベース構成は、異なるアプリケーション・サーバーにわたって同一であるこ
とに注意してください。 選択したデータベースを作成および構成するための
適切な章を参照してください。
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第 2 部

アプリケーション・サーバー

この部には、WebLogic Server のインストールおよび構成に関する情報が含まれ
ています。

この部は、次の章で構成されています。

• 第 3 章「WebLogic Server のインストール」 

• 第 4 章「Web インストールのための WebLogic Server の構成」
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第 3 章

WebLogic Server のインストール

この章には、WebCenter Sites Web アプリケーションをサポートおよびデプロイ
するための WebLogic Server のインストールに関する情報が含まれています。

この章は、次の項で構成されています。

• 起動および停止のコマンド

• WebLogic Server のインストール
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起動および停止のコマンド
この項では、WebLogic Server を管理するためにこのガイドで使用されるコマン
ドをリストします。 

• 管理サーバーの起動 :
<domain_home>/startWebLogic.sh

• 管理サーバーの停止 : 
<domain_home>/bin/stopWebLogic.sh

• ノード・マネージャの起動 : 
<wl_home>/wlserver_10.x/server/bin/startNodeManager.sh

• 管理対象サーバーの起動 : 
<domain_home>/bin/startManagedWebLogic.sh <managed_server_name> 

http://<listening_address>:<admin_port>

• 管理対象サーバーの停止 : 
<domain_home>/bin/stopManagedWebLogic.sh <managed_server_name> 

http://<listening_address>:<admin_port>

注意

UNIX システムを使用していることを前提とします。 Windows ベースの
インストールの場合、コマンドは .cmdまたは .batの拡張子で終わりま
す。
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WebLogic Server のインストール
この項では、WebCenter Sites のインストールおよび実行に必要な Oracle 
WebLogic Application Server のインストールについてのみ説明します。 インス
トール・プロセスおよびベスト・プラクティスに関する広範囲にわたるドキュメ
ントは、Oracle WebLogic Web サイトのドキュメントを参照してください。

1. WebLogic Server インストーラを実行します (UNIX で DISPLAY変数が設定さ
れていることを確認してください )。

2. 「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。 
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3. 既存の WebLogic ホーム・ディレクトリを使用するか、新しい WebLogic
ホームを作成するを選択してディレクトリを参照します。 「次へ」をクリッ
クします。  

注意

このガイドでは、WebLogic ホーム・ディレクトリを <wl_home>と呼
びます。 
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4. 「セキュリティ更新のための登録」画面で、適切な情報を入力し、「次へ」を
クリックします。

5. 「標準」インストール・タイプを選択し、「次へ」をクリックします。 
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6. 「製品とコンポーネントの選択」画面で、必要なコンポーネントがデフォル
トで選択されています。 他のコンポーネントをインストールする場合は、そ
のチェック・ボックスを選択します。 「次へ」をクリックします。 

7. 「JDK の選択」画面で、両方の JDK を選択し、「次へ」をクリックします。



第 3 章  WebLogic Server のインストール

 WebLogic Server のインストール
25

Oracle WebCenter Sites: Oracle WebLogic Application Server へのインストール

8. 「製品インストール・ディレクトリの選択」画面で、製品インストール・
ディレクトリを確認し、「次へ」をクリックします。

9. 「インストールの概要」画面で「次へ」をクリックし、WebLogic のインス
トールを開始します。
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10. インストールが開始されます。 完了後にウィンドウを閉じます。 

11. WebLogic ドメインを構成するには、第 4 章「Web インストールのための
WebLogic Server の構成」に進みます。
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第 4 章

Web インストールのための WebLogic Server
の構成

この章には、WebCenter Sites Web アプリケーションをサポートおよびデプロイ
するための Oracle WebLogic Application Server の構成に関する情報が含まれて
います。

この章は、次の項で構成されています。

• WebLogic Server ドメインの作成および構成

• 環境変数の設定

• ( オプション ) ホスト名検証の無効化

• トンネリングの有効化

• Max PermGen パラメータの設定

• JAVA_OPTIONS の設定

• データ・ソースの作成および構成

• Web アプリケーションのデプロイ
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WebLogic Server ドメインの作成および構成
次の手順で、WebLogic ドメインを作成し、管理サーバーを追加してそのドメイ
ンを構成します。 本番システムを作成する場合は、ドメインに管理対象サーバー
も追加します。クラスタを作成する場合は、クラスタ・メンバーごとに管理対象
サーバーを 1 つ追加します。

WebLogic Server ドメインを作成および構成するには : 

1. <wl_home>/wlserver_10.x/common/binディレクトリに移動し、
config.sh (Windows の場合は .cmd) を実行します。

2. 次のようにドメインを作成します。

a. 「ようこそ」画面で、「新しい WebLogic ドメインの作成」を選択し、「次
へ」をクリックします。 
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b. 「ドメイン・ソースの選択」画面で、WebLogic Server の基本ドメインを
サポートするために、自動的に構成されたドメインを生成するを選択し、

「次へ」をクリックします。 
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c. 「ドメイン名と場所の指定」画面で、WebLogic ドメインの名前とパスを
入力します。 「次へ」をクリックします。

注意

このガイドでは、このドメインへのパスを <domain_home>と呼び
ます。
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d. 「管理者ユーザー名およびパスワードの構成」画面で、WebLogic ドメイ
ンのユーザー名とパスワードを入力します。 「次へ」をクリックします。 

e. 「サーバーの起動モードおよび JDK の構成」画面で「開発モード」およ
び目的の SDK を (WebLogic 提供の JDK リスト・ボックスで ) 選択しま
す。 本番環境の場合、このドメインは、このガイドで後から「本番モー
ド」に変更されます (76 ページのステップ E)。 「次へ」をクリックしま
す。 
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f. 「オプション構成の選択」画面で、使用可能なすべてのオプションを選択
し、「次へ」をクリックします。
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3. 次のように管理サーバーを構成します。

a. 管理サーバーの名前、リスニング・アドレス、およびポートを入力しま
す。 

b. 「次へ」をクリックします。 

注意

このガイドでは、ここで入力した値を <listening_address>および
<admin_port>と呼びます。
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4. 次のように管理対象サーバーを追加します。

a. 「追加」をクリックし、名前、リスニング・アドレス、およびポートを入
力します。

 

b. 「次へ」をクリックします。 

注意

• 本番環境の場合、管理対象サーバーをお薦めします。

• クラスタを作成する場合、管理対象サーバーはクラスタ・メン
バーごとに 1 つ必要です。 次のいずれかを選択できます。

- この手順ですべての管理対象サーバーを作成します。

- この手順でプライマリ・クラスタ・メンバーの管理対象
サーバーを作成し、残りの管理対象サーバーは、プライマ
リ・メンバーに WebCenter Sites をインストールしてから
作成します。 後者のオプションを選択する場合は、78 ペー
ジの「WebCenter Sites クラスタのセットアップ ( オプショ
ン )」の手順に従う必要があります。 
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5. クラスタを作成しない場合は、「次へ」をクリックして 36 ページのステップ
6 に進みます。 それ以外の場合は、次のようにクラスタを作成および構成し
ます。 

a. 次のようにクラスタを作成します。

1) 「追加」をクリックします。 

2) クラスタの名前を入力します。 

3) 「マルチキャスト・ポート」フィールドに、管理サーバーのリスニン
グ・ポートを入力します。 

4) 「次へ」をクリックします。   

b. 管理対象サーバーを、( 管理対象サーバーをクリックして右矢印をクリッ
クすることで ) クラスタに追加します。 「次へ」をクリックします。 
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6. 「マシンの構成」画面で、ノード・マネージャを構成します。

a. 「追加」をクリックし、名前およびリスニング・アドレスを入力します。 
「次へ」をクリックします。 

b. 「サーバーのマシンへの割当」画面で、管理サーバーと管理対象サーバー
の両方を、右矢印を使用してノード・マネージャに追加します。 「次へ」
をクリックします。 
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7. 「RDBMS セキュリティ・ストア・データベースの構成」画面で、「次へ」を
クリックします。

8. ドメイン構成を確認し、「次へ」をクリックします。 
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9. ドメインのインストールが開始されます。 インストールが完了したら、「完
了」をクリックします。

10. 次の手順は次のとおりです。

a. すべてのシステム ( 本番およびそれ以外 ) について、環境変数を設定し、
すべてのサーバーが正しい JDK を使用するようにします。 手順について
は、39 ページの「環境変数の設定」を参照してください。 

b. 非本番環境の場合は、ホスト名検証を無効化します。 手順については、39
ページの「( オプション ) ホスト名検証の無効化」を参照してください。 

c. WebCenter Sites がデプロイされるすべてのサーバーについて、コマンド
ライン・デプロイメントをサポートするために weblogic.Deployerま
たは weblogic.Adminユーティリティを使用してトンネリングを有効化
します。 手順については、41 ページの「トンネリングの有効化」を参照
してください。

d. Max PermGenパラメータの値を、最小値の 192MB に設定します。 手順に
ついては、42 ページの「Max PermGen パラメータの設定」を参照して
ください。
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環境変数の設定
環境変数を設定すると、各サーバーが正しい JDK を使用するようになります。 

環境変数を設定するには :

1. 管理コンソールにログインします。

2. サーバーの環境変数を設定します。 

a. ツリーの「環境」を開きます。

b. 「サーバー」をクリックします。

c. サーバー名をクリックします。

d. 「構成」タブをクリックします。

e. 「サーバーの起動」をクリックします。

f. 「Java ホーム」については、WebLogic JDK のパス ( たとえば、
<wl_home>/jdk160_24) を入力します。

g. 「Java ベンダー」については、Sun と入力します。

h. 「保存」をクリックします。

3. 「変更の承諾」をクリックします。

4. システム内のサーバーごとにステップ 2 – 3 を繰り返します。

5. 次の手順は、非本番環境に対してホスト名検証を無効化することです。 次の
項の手順に従ってください。

( オプション ) ホスト名検証の無効化
非本番環境では、ホスト名検証を無効化することがあります。この項では、コマ
ンドラインと管理コンソールの両方からそれを実行する方法について説明しま
す。

コマンドライン

domain_home/binにある startWebLogic.shおよび
startManagedWebLogic.shの両方のスクリプト (Windowsでは .cmd)について、
最初の大きなコメント・ブロックの後に次の行を挿入してそのスクリプトを編集
します。

注意

ホスト名検証を無効化した後は、次を実行します。 

1. トンネリングを有効化して、コマンドラインから制御するデプロイメ
ント用に Web アプリケーションを準備します。 手順については、41
ページの「トンネリングの有効化」を参照してください。

2. データ・ソースを作成します。 手順については、44 ページの「デー
タ・ソースの作成および構成」を参照してください。
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JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -
Dweblogic.security.SSL.ignoreHostnameVerification=true"

管理コンソール

1. 管理サーバーを起動します。

2. <domain_home>ディレクトリに移動し、startWebLogic.sh (Windows の場
合は .cmd) を実行します。

3. 管理サーバーを起動した後、Web ブラウザを開き、次の場所にある
WebLogic Server 管理コンソールにログインします。

http://<listening_address>:<admin_port>/console

4. 画面の左側にあるツリーで「環境」を開きます。

5. 「サーバー」をクリックします。

6. リストされているサーバーごとに次のように実行します。

a. サーバー名をクリックします。

b. 「構成」タブをクリックします。

c. 「SSL」をクリックします。

d. 「詳細」をクリックします。

注意

場合によっては、ドメインの構成方法に応じて、「チェンジ・センター」
のロックと解放を使用して構成を変更する必要があります。
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e. 「ホスト名の検証」ドロップダウン・メニューで「なし」を選択します。

f. 「保存」をクリックします。

7. 再起動するように求められた場合はそのようにします。 

トンネリングの有効化

weblogic.Deployerまたは weblogic.Adminユーティリティを使用してコマン
ドを実行するには、各サーバー上でトンネリングを有効化する必要があります。 
この項では、コマンドラインから制御するサーバーに対してトンネリングを有効
化する方法について説明します。

トンネリングを有効化するには

1. 管理コンソールにログインします。

2. 左側にある「環境」を開きます。

3. 「サーバー」をクリックします。

4. 管理サーバーおよび各管理対象サーバーに対して次のように実行します。

注意

コマンドラインを使用して WebCenter Sites をデプロイする場合は、この
項の手順を完了します。 
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a. サーバー名をクリックします。

b. 「プロトコル」タブをクリックします。

c. 「一般」をクリックします。

d. 「トンネリングの有効化」チェック・ボックスをオンにします。

e. 「保存」をクリックします。

5. 「変更のアクティブ化」をクリックします。

6. 次の手順は、データ・ソースを作成することです。 次の項の手順に従ってく
ださい。

Max PermGen パラメータの設定
Max PermGenパラメータは、最小値の 192MB に設定する必要があります。 それ
を実行するには、<domain_home>/binディレクトリにある setDomainEnv.sh 
(Windows の場合は .cmd) ファイルを編集します。 使用している Java のバージョ
ンに応じて、このパラメータを次のいずれかに変更します。

• MEM_PERM_SIZE_32BIT=“XX:PermSize=<desired_permgen_size>“または

• MEM_PERM_SIZE_64BIT=“XX:PermSize=<desired_permgen_size>“
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JAVA_OPTIONS の設定
<domain_home>/bin/startWebLogic.shを編集し、JAVA_OPTIONSを追加して
次のようにします。

• Cache ディレクトリの場所を指定します。 たとえば、コメント・ブロックの
後に次の行を追加します。

-Djava.io.tmpdir=<domain_home>/servers/<managed_server_name>/
tmp

• 次の行を追加することで UTF ファイル・エンコーディングを指定します。

-Dfile.encoding=UTF-8

• 次の行を追加することで Ehcache シャットダウン・フックを有効化します。

-Dnet.sf.ehcache.enableShutdownHook=true

• 次の行を追加することで IPv4 スタックを指定します。

-Djava.net.preferIPv4Stack=true

前述の変更を行った後、JAVA_OPTIONSは次のようになります。

JAVA_OPTIONS="-Djava.io.tmpdir=<path_to_jav_io_temp_dir> 
-Dfile.encoding=UTF-8 
-Dnet.sf.ehcache.enableShutdownHook=true 
-Djava.net.preferIPv4Stack=true ${JAVA_OPTIONS}"
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CLASSPATH および PRE_CLASSPATH の設定
<domain_home>/bin/startWebLogic.shを編集し、<cs_install_dir>/binを
CLASSPATHに追加します。 たとえば、次のように指定します。

CLASSPATH="<cs_install_dir>/bin $CLASSPATH"

WebCenter Sites の Contributor インタフェースが適切にロードされるようにす
るには、<domain_home>/binディレクトリの下の setDomainEnv.shファイル
を編集し、WebCenter Sites によって使用される commons-lang-2.4.jarファイ
ルを次のように PRE_CLASSPATHに追加します。

PRE_CLASSPATH="<webapplication_stage_directory>/
<webcenter_sites_webapplication>/WEB-INF/lib/commons-lang-
2.4.jar:$PRE_CLASSPATH"

データ・ソースの作成および構成
この項では、WebLogic Server 管理コンソールを使用して、任意のサポートされ
ているデータベースのデータ・ソースを作成する方法について説明します。 この
項では、管理サーバーがすでに起動していると想定しています。 次の 2 つの基本
手順を完了する必要があります。 

A. データ・ソースの作成

B. 接続プール・サイズの構成

A. データ・ソースの作成

1. WebLogic Server 管理コンソールにログインします。

2. 左側のツリーで次のように実行します。

a. 「サービス」を開きます。

b. 「データ・ソース」をクリックします。

3. 「新規」をクリックします。

注意

クラスパスおよびライブラリ・パスが適切に設定されていないと、CAS 
Web アプリケーションは起動せず、WebCenter Sites の Admin インタ
フェースの「管理」タブの「システム・ツール」ノードは機能が制限さ
れます。

注意

Oracle データベースを使用していて、2,000 文字を超えるテキスト属性を
必要としている場合、cc.bigtextを CLOBに設定することが必要になり
ます。 WebCenter Sites のインストーラを実行するときに、(64 ページの
「インストールのオプション」で説明しているように ) cc.bigtextを
CLOBに設定します。
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4. 「新しい JDBC データ・ソースの作成」画面で次の値を入力します。

a. データ・ソースの名前。

b. JNDI 名については <datasource_name>。

c. データベースのタイプとドライバのペア。 推奨される選択は次のとおりで
す。

- MS SQL Server/Oracle の MS SQL Server ドライバ ( タイプ 4) バー
ジョン : 7.0 以降

- Oracle/Oracle のインスタンス接続用ドライバ (Thin)、バージョン : 
9.0.1 以降

- JDBC および SQLJ 用 IBM DB2 ドライバ ( タイプ 4)、バージョン 8.x
以降。 <domain_home>/binディレクトリにある setDomainEnv.sh
ファイルを編集することで、db2jcc.jarおよび
db2cc_license_cu.jarの場所を PRE_CLASSPATHに追加します。

5. 「次へ」をクリックします。

6. 後続の画面で「次へ」をクリックします。

注意

db2jcc4.jarファイルはサポートされていません。 db2jcc4.jarを使
用するとインストールに失敗します。
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7. 「接続プロパティ」画面では、データベース名、データベース・サーバーの
ホスト名、ポート、ユーザー名およびパスワードを入力します。 「次へ」を
クリックします。 
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8. データ・ソース情報が正しいことを確認し、「構成のテスト」をクリックし
ます。 これにより、データ・ソースがテストされます。 テストが失敗した場
合は、データ・ソース情報を確認し、再試行してください。 テストに成功し
た場合は、「次へ」をクリックします。 

9. インストールに適用するサーバーを選択し、「終了」をクリックします。

10.「変更のアクティブ化」をクリックします。

B. 接続プール・サイズの構成

デフォルト値では、接続プールに含めることができる物理接続は最大で 15 個の
みです。 この値を増やす必要があります。 

1. 左側のツリーで次のように実行します。 

a. 「サービス」を開きます。

b. 「データ・ソース」をクリックします。

2. 新しく作成したデータ・ソースをクリックします。

3. 「構成」タブで「接続プール」をクリックします。
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4. 「接続数の初期値」に 10 を入力し、「最大接続数」に 100 を入力します。

5. 「保存」をクリックします。

6. 「変更の承諾」をクリックします。

7. 次の手順は次のいずれかになります。

- Apache または IIS Web サーバーと統合する場合は、第 5 章「Web サー
バーのインストールおよび構成」の手順に従います。

- WebCenter Sites をインストールするには第 6 章「Oracle WebCenter Sites
のインストールおよび構成」の手順に従います。
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Web アプリケーションのデプロイ
この項では、コマンドライン (weblogic.Deployer) または管理コンソールのい
ずれかを使用して、WebLogic Server に Web アプリケーションをデプロイする
方法について説明します。 次の手順は、WebCenter Sites および CAS インストー
ル ( 第 6 章 ) の途中で参照することなります。

コマンドラインを使用した Web アプリケーションのデプロイ

この項では、コマンドラインを使用した WebLogic への Web アプリケーション
のデプロイについて説明します。

A. weblogic.Deployer 用の環境のセットアップ

1. JAVA_HOME環境変数を <wl_home>にある WebLogic JDK に設定します。 

2. <wl_home>/wlserver_10.x/server/binにある setWLSEnv.sh/cmdスクリ
プトから読み込むことにより、環境のセットアップを完了します。 これは、
UNIX 上で . setWLSEnv.shまたは source setWLSEnv.shを使用して実行
します。   

B. Web アプリケーションのデプロイ

1. 管理サーバーを起動します。

2. 本番環境にデプロイしている場合、ノード・マネージャおよび管理対象サー
バーを起動します。

注意

WebCenter Sites インストーラには、CAS のインストールも含まれていま
す。 デフォルトでは、CAS はプライマリ・クラスタ・メンバーにインス
トールされます。

注意 

weblogic.Deployerコマンド・セットを使用するには、その環境を構
成する必要があります。 この環境は、WebCenter Sites のインストール
には使用しないでください。 

注意 

WebCenter Sites Web アプリケーションをデプロイする前に、WEB-INF/
classesにある commons-logging.propertiesファイルの最初のプロ
パティが priority=1であることを確認します。
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3. Web アプリケーションをデプロイします。

4. アプリケーションはデプロイされると自動的に起動します。 このアプリケー
ションは次のコマンドを使用して停止、起動またはアンデプロイできます。

- アプリケーションの停止 : 
java weblogic.Deployer -adminurl http://

<listening_address>:<admin_port> -user <domain_login> -
password <domain_password> -name <deployment_name> -stop

- アプリケーションの起動 : 
java weblogic.Deployer -adminurl http://

<listening_address>:<admin_port> -user <domain_login> -
password <domain_password> -start -name <deployment_name>

- アプリケーションのアンデプロイ : 
java weblogic.Deployer -adminurl http://

<listening_address>:<admin_port> -user <domain_login> -
password <domain_password> -name <deployment_name> -
undeploy

管理コンソールを使用した Web アプリケーションのデプロイ

この項では、管理コンソールを使用した WebLogic への Web アプリケーション
のデプロイについて説明します。

1. 管理インタフェースにログインします。

2. 「ドメイン構造」パネルで、「デプロイメント」をクリックします。

3. 「インストール」ボタンをクリックします。 必要に応じて、現在の場所を
WebCenter Sites インストーラの手動デプロイメント画面で指定されている
パスに変更します。 この画面の詳細は、65 ページのステップ 4 を参照してく
ださい。

注意 

デプロイメント名は、アプリケーションのデプロイ先のディレクト
リの名前、または WebCenter Sites のインストール時にアプリケー
ションに指定された名前です。

java weblogic.Deployer -adminurl http://
<listening_address>:<admin_port> -user <domain_login> 
-password <domain_password> -name <deployment_name> -
targets AdminServer -nostage -deploy 
<deployment_dir>/<deployment_name>

deployment_dirの例 : 
/opt/Oracle/Middleware/user_projects/domains/csDomain/
applications 

deployment_nameの例 : 
ContentServer
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4. 「cs (open directory)」を選択し、「次へ」をクリックします。

5. 「このデプロイメントをアプリケーションとしてインストールする」を選択
し、「次へ」をクリックします。
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6. 「ソースのアクセス可能性」セクションで、「デプロイメントを次の場所から
アクセス可能にする」を選択します。

7. 「次へ」をクリックし、「終了」をクリックします。

8. WebCenter Sites アプリケーションのデプロイと同様に、CAS アプリケー
ションをデプロイする場合は、この手順のステップ 1 – 7 を実行します
(WebCenter Sites アプリケーション用の値を CAS アプリケーション用の値に
置き換えます )。
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第 3 部

Web サーバー

この章では、Apache および IIS Web サーバーのインストールおよび構成方法に
ついて説明します。 どちらも、WebCenter Sites のインストールにおけるオプ
ションのコンポーネントです。 

この部は、次の章で構成されています。

• 第 5 章「Web サーバーのインストールおよび構成」 
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第 5 章

Web サーバーのインストールおよび構成 

この章では、Apache Web サーバーまたは IIS Web サーバーのいずれかと
WebLogic Server を統合するためのガイドラインを提供します。 Web サーバーと
の統合はオプションです。

この章は、次の項で構成されています。

• Apache 2.2.x プラグインのインストールおよび構成

• IIS 7.0 以降用の IIS プラグインのインストールおよび構成
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Apache 2.2.x プラグインのインストールおよび構成
この項では、Apache 2.2.x をインストールして WebLogic Server アプリケーショ
ン・サーバーと統合する方法について説明します。 Apache 2.2.x を WebLogic と
統合するには、mod_wl_22.soプラグインを使用します。   

Apache をインストールおよび構成するには :

1. Apache 2.2.x HTTP サーバーをインストールします。

2. mod_so.cが有効化されていることを確認します。 <apache_home>/bin/
apachectl -lを実行します。 出力されたリストに mod_so.cがない場合、
-enable-module=soオプションを指定して Apache を再ビルドする必要があ
ります。

3. <wl_home>/wlserver_10.x/server/plugin/<os_type>/<os_version>に
ある mod_wl_22.soファイルを <apache_home>/modulesにコピーすること
で、Apache Web サーバーを WebLogic と統合します。 

4. <apache_home>/confディレクトリの下にある http.conf ファイルを編集
します。 

a. 次のものを LoadModulesセクションに追加します。

LoadModule weblogic_module modules/mod_wl_22.so

b. httpd.confファイルの Section 3 の前に次の行を追加します。 

- 非クラスタ環境の場合 :
<IfModule mod_weblogic.c>

  WebLogicHost <listening_address>

  WebLogicPort <listen_port>

</IfModule>

- クラスタ環境の場合 :
<IfModule mod_weblogic.c>

  WebLogicCluster <listening_address1>:<listen_port1>,
<listening_address2>:<listen_port2></IfModule>

c. 最後の Locationタグの後に、たとえば次のものを追加します。

<Location /cs>SetHandler weblogic-handler</Location>

<Location /cas>SetHandler weblogic-handler</Location>

5. <Apache_home>/conf/httpd.confファイルの構文を次のコマンドで検証し
ます。 
<Apache_home>/bin/apachectl -t

6. これで、WebCenter Sites をインストールする準備が整いました。 手順につい
ては、第 6 章「Oracle WebCenter Sites のインストールおよび構成」を参照
してください。 



第 5 章  Web サーバーのインストールおよび構成

 IIS 7.0 以降用の IIS プラグインのインストールおよび構成
57

Oracle WebCenter Sites: Oracle WebLogic Application Server へのインストール

IIS 7.0 以降用の IIS プラグインのインストールおよび
構成

この項は、IIS バージョン 7.0 以降用の IIS プラグインのインストールおよび構成
の手順について説明します。

IIS 7.0 以降用の IIS プラグインをインストールおよび構成するには : 

1. IIS 7.0/7.5 がマシンにインストールされていない場合は、Oracle WebCenter 
Sites: サポート・ソフトウェアの構成を参照してください。

2. <WL_Home>/wlserver_10.3/server/plugin/ディレクトリに移動し、適切
な OS バージョンおよびタイプのプラグインのフォルダを、IIS をインストー
ルしたサーバー (<IIS_plugin_dir>ディレクトリと呼ぶ ) にコピーします。 
次に例を示します。

C:¥inetpub¥win¥x64

3. IIS マネージャにアクセスします。 「Connections」ナビゲーション・ペイン
で < ルート・サーバー > →「Sites」の順に開きます。 

a. 「Default Web Site」ノードを右クリックし、「Manage Web Site」→
「Advanced Settings」の順に選択します。 

b. 「Advanced Settings」ウィンドウで「Physical Path」フィールドの値を
( ステップ 2 の ) <IIS_plugin_dir>ディレクトリに変更します。 たとえ
ば、C:¥inetpub¥win¥x64です。 「OK」をクリックします。

4. 「Default Web Site Home」画面で、「ISAPI Filters」をダブルクリックしま
す。 

a. 「ISAPI Filters」画面の任意の場所を右クリックし、コンテキスト・メ
ニューから「Add」をクリックします。 
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「Add ISAPI Filter」ウィンドウが開きます。

b. 次のフィールドに、使用システムに適した情報を入力します。 たとえば、
次のように指定します。

- Filter name: wlforward

- Executable: C:¥inetpub¥win¥x64¥iisforward.dll

c. 「OK」をクリックします。

5. 「Default Web Site」をクリックし、「Default Web Site Home」画面に戻りま
す。 「Default Web Site Home」画面で、「Handler Mappings」をダブルク
リックします。  

a. 「Handler Mappings」画面で、任意の場所を右クリックし、コンテキス
ト・メニューから「Add Script Map」を選択します。

「Add Script Map」ウィンドウが開きます。

b. 次のフィールドに、使用システムに適した情報を入力します。 たとえば、
次のように指定します。

- Requested Path: *

- Executable: C:¥inetpub¥win¥x64¥iisproxy.dll

- Name: IISProxy
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c. 「Requested Restrictions」をクリックします。 「Request Restrictions」
ウィンドウで、「Invoker handler」マッピング・オプションの選択を解
除します ( 選択されている場合 )。 

d. 「Yes」をクリックします。

6. < ルート・サーバー > ノードをクリックし、「IIS Home」画面にアクセスし
て、「ISAPI and CGI Restrictions」をダブルクリックします。

a. 「ISAPI and CGI Restrictions」画面で、任意の場所を右クリックし、コン
テキスト・メニューから「Edit Feature Settings」を選択します。 
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b. 「Edit ISAPI and CGI Restrictions Settings」ウィンドウで、「Allow 
unspecified CGI modules」オプションおよび「Allow unspecified 
ISAPI modules」オプションの両方を選択します。

c. 「OK」をクリックします。

7. 「Physical Path」フォルダ ( ステップ 2 の <IIS_plugin_dir>ディレクトリ )
で、iisproxy.iniという名前のファイルを作成し、使用システムに適した
情報を入力します。 

- 非クラスタ環境の場合は、次の例を使用します。

WebLogicHost=<hostname>WebLogicPort=<port>ConnectRetrySecs=5
WLForwardPath=/<cs_context_root>,/<cas_context_root>

- クラスタ環境の場合は、次の例を使用します。

WebLogicCluster=<member1_hostname>:<member1_port>,<member2_h
ostname>:<member2_port>,<membern_hostname>:<membern_port>

ConnectRetrySecs=5ConnectTimeoutSecs=25WLForwardPath=/
<cs_context_root>,/<cas_context_root>

これらのパラメータの詳細は、ベンダーのドキュメントを参照してくださ
い。

8. IIS サーバーおよびデフォルトの Web サイトを起動します。
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第 4 部

Oracle WebCenter Sites

この部では、WebCenter Sites のインストール方法について説明します。 この部
は、次の章で構成されています。

• 第 6 章「Oracle WebCenter Sites のインストールおよび構成」
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第 6 章

Oracle WebCenter Sites のインストールおよび
構成

この章では、WebCenter Sites を WebLogic Server にインストールし、選択した
サポートされているデータベースに接続するためのガイドラインについて説明し
ます。 

この章は、次の項で構成されています。

• WebCenter Sites のインストールの概要

• Web アプリケーションとしての WebCenter Sites のインストール

• インストール後の手順

• WebCenter Sites クラスタのセットアップ ( オプション )

• 業務目的に合わせた WebCenter Sites のセットアップ
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WebCenter Sites のインストールの概要
9 ページの「インストールのクイック・リファレンス」の手順 I – IV の 1. までを
完了し、提供されているインストーラを使用して WebCenter Sites をインストー
ルします。 インストール・プロセスは、2 つのステージで構成されています。

• 最初のステージでは、インストーラによって必要な構成情報が収集され、
ファイル構造がインストールされます。 最初のステージの終わりに、
WebCenter Sites アプリケーションをデプロイするように求めるインストー
ル・アクション・ウィンドウがインストーラによって表示されます。 サイレ
ント・インストールでは、これらの手順がコマンドラインに表示されます。 
これらの手順には、WebCenter Sites アプリケーションのデプロイが含まれ
ています。

最初のステージが失敗した場合は、インストーラで前に戻って構成オプショ
ン ( データベース・タイプを除く ) を変更し、インストールを再試行できま
す。

• 2 番目のステージでは、WebCenter Sites が機能するために必要な表とデータ
がインストーラによってデータベースに移入されます。 2 番目のステージが
失敗した場合は、データベース表を削除し、WebCenter Sites アプリケー
ションをアンデプロイし、WebCenter Sites ファイル構造を削除してから、
WebCenter Sites を再インストールする必要があります。

インストールのオプション

この項では、WebCenter Sites を WebLogic アプリケーション・サーバーにイン
ストールする方法について説明します。

• GUI インストーラの実行

GUI インストーラを実行すると、グラフィカル・インタフェースによってイ
ンストール手順が示され、必要に応じて情報の入力およびオプションの選択
が要求されます。 また、オンライン・ヘルプにアクセスすることもできます。 

• サイレント・インストール

サイレント・インストールの場合は、提供されているサンプル omii.ini
ファイルの 1 つに、そのファイル内のコメントを参考にしてインストール設
定を入力します。 ファイル内の設定は、WebCenter Sites のインストールおよ
びデプロイに使用されます。

WebCenter Sites を Web アプリケーションとしてインストールする手順は、65
ページの「Web アプリケーションとしての WebCenter Sites のインストール」を
参照してください。

注意

インストール時に指定したデータベースのタイプを変更する場合
は、インストール済の WebCenter Sites ファイル構造を削除して、
WebCenter Sites のインストールを再度開始する必要があります。
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Web アプリケーションとしての WebCenter Sites の
インストール

• GUI インストーラの実行

• サイレント・インストール

GUI インストーラの実行

GUI インストーラを使用して WebCenter Sites をインストールするには :

1. 9 ページの「インストールのクイック・リファレンス」の手順 I – IV の 1. ま
でを完了済であることを確認します。

2. WebCenter Sites インストーラ・アーカイブを一時ディレクトリに抽出しま
す。

3. インストーラ・ファイルが含まれている一時ディレクトリに移動します。

4. 次のインストーラ・スクリプトを実行します。

- Windows の場合 : csInstall.bat

- UNIX の場合 : csInstall.sh

インストーラでは、画面ごとにオンライン・ヘルプが提供されています。 各
画面に表示されているオプションの詳しい説明は、オンライン・ヘルプをお
読みください。 インストール・プロセス中に問題が発生した場合は、オンラ
イン・ヘルプを参照して、考えられる原因と解決策を検討してください。

5. CAS デプロイメント情報の入力画面で、次のいずれかを実行します。

- ファイアウォールを使用しているネットワークの場合、各フィールドに
次のように入力します。

- サーバー・ホスト名を入力 : 外部ネットワークによって参照されてい
る CAS サーバーのホスト名または IP アドレスを入力します。 CAS を
クラスタ化する場合は、外部に公開されているロード・バランサのホ
スト名または IP アドレスを入力します。

- サーバー・ポート番号を入力 : 外部ネットワークによって参照されて
いる CAS サーバーのポート番号を入力します。 CAS をクラスタ化す
る場合は、外部に公開されているロード・バランサのポート番号を入
力します。

- 内部的にアクセス可能な CAS のサーバー・ホスト名を入力 : 内部
ネットワークによって参照されている CAS サーバーのホスト名また
は IP アドレスを入力します。 CAS をクラスタ化する場合は、内部
ネットワークによって参照されているロード・バランサのホスト名ま
たは IP アドレスを入力します。

注意

WebCenter Sites インストーラには、CAS のインストールも含まれていま
す。 デフォルトでは、CAS はプライマリ・サーバーにインストールされ
ます。
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- 内部的にアクセス可能な CAS のサーバー・ポート番号を入力 : 内部
ネットワークによって参照されている CAS サーバーのポート番号を
入力します。 CAS をクラスタ化する場合は、内部ネットワークによっ
て参照されているロード・バランサのホスト名または IP アドレスを
入力します。

- CAS が実際にデプロイされているサーバー・ホスト名を入力 : CAS
がデプロイされるマシンのホスト名を入力します。

- ファイアウォールを使用していないネットワークの場合、各フィールド
に次のように入力します。

- サーバー・ホスト名を入力 : CAS サーバーのホスト名または IP アド
レスを入力します。 CAS をクラスタ化する場合は、ロード・バランサ
のホスト名または IP アドレスを入力します。

- サーバー・ポート番号を入力 : CAS サーバーのポート番号を入力しま
す。 CAS をクラスタ化する場合は、ロード・バランサのポート番号を
入力します。

- 内部的にアクセス可能な CAS のサーバー・ホスト名を入力 : CAS
サーバーのホスト名または IP アドレスを入力します。 CAS をクラス
タ化する場合は、ロード・バランサのホスト名または IP アドレスを
入力します。

- 内部的にアクセス可能な CAS のサーバー・ポート番号を入力 : CAS
サーバーのポート番号を入力します。 CAS をクラスタ化する場合は、
ロード・バランサのポート番号を入力します。

- CAS が実際にインストールされているサーバー・ホスト名を入力 : 
CAS がデプロイされるマシンのホスト名を入力します。
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6. インストールの途中で、インストーラによってインストール・アクション・
ウィンドウが表示され、インストールを完了するために必要な手順が示され
ます。 次を実行します。

a. WebCenter Sites アプリケーションおよび CAS アプリケーションをデプ
ロイします。 手順については、49 ページの「Web アプリケーションのデ
プロイ」を参照してください。 

b. インストール手順を続行する前に、次を実行します。

1) Ehcache が適切に機能するように、WEB-INF/classes フォルダの
WebCenter Sites がデプロイされているディレクトリにある cas-
cache.xml、cs-cache.xml、ss-cache.xml、および linked-
cache.xmlファイルを編集します。 次のフィールドは、キャッシュ・
タイプごとに一意にする必要があります。

- multicastGroupAddress

- multicastGroupPort

- timeToLive

2) <cs_install>/binディレクトリの下にある
jbossTicketCacheReplicationConfig.xmlファイルを編集します。 
次のフィールドの値が一意になっていることを確認します。

- mcast addr

注意

クラスタをセットアップする場合は、クラスタ・メンバー全体
にわたって、対応する各ファイルの値が同一になっていること
を確認します。 timeToLiveフィールドを編集し、マルチキャス
ト・パケットの伝播を制御します。 設定可能なオプションのリス
トは次のとおりです。

• 1- ( マルチキャスト・パケットは同じサブネットに制限され
ます )

• 32- ( マルチキャスト・パケットは同じサイトに制限されま
す )

• 64- ( マルチキャスト・パケットは同じリージョンに制限さ
れます )

• 128- ( マルチキャスト・パケットは同じ大陸に制限されま
す )

• 255- ( マルチキャスト・パケットに制限はありません )
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- mcast port

3) Oracle データベースを使用していて、2,000 文字を超えるテキスト属
性を必要としている場合は、cc.bigtextプロパティを CLOBに設定
します。

1) 「プロパティ・エディタ」ボタンをクリックしてプロパティ・エ
ディタを開きます。

2) プロパティ・エディタで futuretense.iniファイルを開きます。

3) 「データベース」タブをクリックします。

4) cc.bigtextプロパティを見つけ、その値を CLOBに設定します。

5) 変更内容を保存し、プロパティ・エディタを閉じます。

7. リストされているインストール手順を完了します。

8. インストールが正常に完了したら、71 ページの「インストール後の手順」に
進みます。

サイレント・インストール

WebCenter Sites をサイレント・インストールするには :

1. 9 ページの「インストールのクイック・リファレンス」の手順 I – IV の 1. ま
でを完了済であることを確認します。

2. WebCenter Sites インストーラ・アーカイブを一時ディレクトリに抽出しま
す。

3. 一時ディレクトリの Misc/silentinstallerフォルダに、サイレント・イン
ストールに使用できるサンプル omii.iniファイルが含まれています。 説明
については、ファイル内のコメントを参照してください。 

- コンテンツ管理または開発システムの Web インストールをインストール
する場合は、bea_omii.iniファイルを使用します。 次の変更を行いま
す。

- CSInstallbManualを trueに設定します。

注意

CAS クラスタをセットアップする場合は、各クラスタ・メン
バーで、次のフィールドの値が同一になっていることを確認し
ます。

• ClusterName 
• mcast addr

• mcast port

• ip_ttl ( この値は、使用しているネットワークに応じて 1ま
たは 32に設定します )

CAS クラスタのセットアップの詳細は、Oracle WebCenter Sites: 
サポート・ソフトウェアの構成を参照してください。
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- CSManualDeployPathを非コメント化し、そのパスを、インストーラ
によって WebCenter Sites アプリケーションがデプロイされるディレ
クトリに設定します。 

- 配信システムの Web インストールをインストールする場合は、
delivery_omii.iniファイルを使用します。 次のプロパティを追加しま
す。

CSInstallWLDomainPath=<WebLogicドメインのパス >
CSInstallbManual=true

CSManualDeployPath=<インストーラによって WebCenter Sitesがデ
プロイされるディレクトリのパス >

a. デフォルト値を検証し、必要に応じて追加の値を入力することで、イン
ストール・タイプに合わせてファイルを編集します。 

b. omii.iniファイルを保存し、それを <cs_install_dir>の外のフォル
ダにコピーします。 

4. 配信システムをインストールする場合、fwadminおよび ContentServer/
SatelliteServerユーザーに一意のパスワードを設定する必要があります。

a. 一時ディレクトリの ContentServerフォルダにある cscore.xmlファイ
ルを開きます。

b. 次のセクションでパスワードを設定します。

<IF COND=“Variables.bShowInstallTypeDialog=false”>
<THEN>

<DIALOGACTION>
<SETVARIABLE NAME=“passwordVar” VALUE=“ ”/>
<SETVARIABLE NAME=“passwordAdminVar” VALUE=“ ”/>

</DIALOGACTION>
</THEN>

</IF>

1) NAME=“passwordVar”の後の VALUEフィールドに fwadminユーザー
のパスワードを設定します。

2) NAME=“passwordAdminVar”の後の VALUEフィールドに
ContentServer/SatteliteServerユーザーのパスワードを設定し
ます。 

c. ファイルを保存して閉じます。
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5. 一時ディレクトリのルート・フォルダにある install.iniファイルを編集
します。 

a. nodisplayプロパティを trueに設定します。

b. loadfileプロパティを非コメント化し、それをステップ bの omii.ini
ファイルのパスと名前に設定します。

c. ファイルを保存して閉じます。

6. インストーラ・ファイルが含まれている一時ディレクトリに移動します。

7. 次のインストーラ・スクリプトを実行します。

- Windows の場合 : csInstall.bat -silent

- UNIX の場合 : csInstall.sh -silent

8. インストールを完了するには、67 ページのステップ 6 – 8 を参照してくださ
い。

9. インストールが正常に完了したら、71 ページの「インストール後の手順」を
続行します。

注意

ファイル・システム・パスを正しく指定したことを検証します。 
たとえば、Windows の場合は次のようになります。 

CSInstallDirectory=C¥:/csinstall

または

c¥:¥¥install
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インストール後の手順
WebCenter Sites のインストール・プロセスが正常に完了したら、次の手順を実
行します。

A. ファイルの権限の設定 (UNIX のみ )

B. XML パーサーのロード

C. ライブラリ・パス変数への WebCenter Sites バイナリ・ディレクトリの追
加

D. WebCenter Sites のインストールの検証

E. WebLogic の本番モードへの切替え ( 配信システムのみ )

F. WebCenter Sites との Oracle Access Manager (OAM) の統合 ( オプション )

G. LDAP の統合

A. ファイルの権限の設定 (UNIX のみ )
UNIX 上に WebCenter Sites をインストールした場合は、<cs_install_dir>/
binディレクトリのすべてのファイルに executable 権限を付与する必要がありま
す。 そのためには、次の手順を実行します。

1. <cs_install_dir>/binディレクトリに移動します。

2. 次のコマンドを実行します。chmod +x *

3. 対応する WebLogic Server を再起動します。

B. XML パーサーのロード

WebCenter Sites には、Microsoft XML Parser の変更されたバージョン (WEB-
INF/libディレクトリにある MSXML.jar) が含まれています。 そのパーサーの異
なるバージョンが WebCenter Sites CLASSPATH環境変数で参照されている場合
は、WebCenter Sites で使用されるバージョンを参照するようにそのパスを変更
する必要があります。そうしないと、XML の解析時に WebCenter Sites が失敗
します。

C. ライブラリ・パス変数への WebCenter Sites バイナリ・ディレク
トリの追加

ContentServer コンポーネントが WebCenter Sites で機能するようにするには、
WebCenter Sites バイナリ・ディレクトリ <cs_install_dir>/binを次のように
ライブラリ・パス変数に追加する必要があります。

• HP-UX の場合 :

<cs_install_dir>/binを SHLIB_PATHに追加します。

注意

クラスパスおよびライブラリ・パスが適切に設定されていないと、
WebCenter Sites の Admin インタフェースの「管理」タブにある「シス
テム・ツール」ノードの機能が制限され、CAS の起動が失敗します。
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• Linux および Solaris の場合 :

<cs_install_dir>/binを LD_LIBRARY_PATHに追加します。

• AIX の場合 :

<cs_install_dir>/binを LIBPATHに追加します。

• Windows の場合 :

<cs_install_dir>¥binを、使用システムの PATH変数に追加します。

AIX および Solaris をベースとするシステムでは、Installer フォルダ (WebCenter 
Sites インストーラの抽出先 ) にある sigar/bin/<os_type>フォルダから適切な
ライブラリ・ファイルを <cs_install_dir>/binディレクトリに手動でコピー
する必要があります。 その後で、<cs_install_dir>/binディレクトリから正し
くないバージョンを削除します。

たとえば、AIX 64 ビットの場合、libsigar-ppc64-aix-5.soを <Installer>/
sigar/bin/AIX64/から <cs_install>/binディレクトリにコピーし、
libsigar-ppc-aix-5.soを <cs_install>/binディレクトリから削除します。

D. WebCenter Sites のインストールの検証

Oracle WebCenter Sites に全体管理者としてログインし、WebCenter Sites の
Admin、Contributor、および WEM Admin インタフェースにアクセスすること
でインストールを確認します。 この手順では、(WebCenter Sites からログアウト
してから再びログインすることなく異なるアプリケーションにアクセスすること
で ) シングル・サインオン機能を検証します。    

WebCenter Sites のインタフェースにアクセスするには :

1. ブラウザで次の URL をポイントします。 
http://<server>:<port>/<context>/login

ここで <server>は WebCenter Sites を実行しているサーバーのホスト名ま
たは IP アドレス、<port>は WebCenter Sites アプリケーションのポート番
号、<context>はサーバー上にデプロイされた WebCenter Sites アプリケー
ションの名前です。

注意

WebCenter Sites ログ・ファイル内の次のメッセージは、正しいライブラ
リがライブラリ・パスに見つからないことを示します。 
“UnsatisfiedLinkError caught: Content Server is unable to gather/display 
system information. Ensure that java.library.path 
(or LD_LIBRARY_PATH) is pointed to CSInstallDirectory/bin”

そのような場合は、アプリケーション・サーバーに対して -
Djava.library.path=<cs_install_dir>/binを設定します。

デフォルトの WebCenter Sites ログ・ファイル (sites.log) は、インス
トール・プロセス中に <cs_install_dir>/logsディレクトリに作成さ
れます。
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WebCenter Sites のログイン・フォームが表示されます。

2. 次の資格証明を入力します。

- ユーザー名 : fwadmin 

- パスワード : xceladmin

3. 「ログイン」をクリックします。

4. WEM Admin インタフェースにアクセスします。 「サイト」ドロップダウン
で、「AdminSite」および WEM Admin インタフェースのアイコンを選択し
ます。

WEM Admin インタフェース (AdminSite 上 ) が表示されます。

WEM Admin
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5. アプリケーション・バーに移動し、WebCenter Sites の Admin インタフェー
スのアイコンを選択することで WebCenter Sites の Admin インタフェースに
切り替えます。 

WebCenter Sites の Admin インタフェース (AdminSite 上 ) が表示されます。 
使用できるのはシステム管理機能のみです。

Admin アプリケーション・バー
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6. 次のように WebCenter Sites の Contributor インタフェースに切り替えます。

a. アプリケーション・バーに移動します。 サイト選択ドロップダウン・メ
ニューで、AdminSite 以外のサイトを選択します。 

b. これが、選択されているサイトへの初めてのアクセスであるため、次の
画面が表示されます。 Contributor インタフェースのアイコンを選択しま
す。 

( 後続のアクセスでは、選択したサイトで最後にアクセスしたアプリケー
ションが開きます。)

注意

WebCenter Sites の Contributor インタフェースは AdminSite と関連し
ていません。 avisports および FirstSite II のサンプル・サイトがインス
トールされている場合、これらのサンプル・サイトのいずれかに切り替
えて Contributor インタフェースにアクセスできます。 サンプル・サイ
トがインストールされていない場合は、WEM Admin インタフェース
にアクセスし (73 ページのステップ 4 を参照 )、サイトを作成し、ユー
ザーを作成して、それらのユーザーをサイトに割り当てる必要がありま
す。 Contributor インタフェースが自動的にサイトに割り当てられます 
( 手順については、Oracle WebCenter Sites Web エクスペリエンス管理フ
レームワーク管理者ガイドを参照してください )。 その後、この手順を
続行します。 

サイト選択ドロップダウン・メニュー

Contributor



第 6 章  Oracle WebCenter Sites のインストールおよび構成

 インストール後の手順
76

Oracle WebCenter Sites: Oracle WebLogic Application Server へのインストール

ログインしているサイトの Contributor インタフェースが次のように表
示されます。

これで WebCenter Sites を構成する準備が整いました。 この章の残りの手
順に従ってください。

E. WebLogic の本番モードへの切替え ( 配信システムのみ )
配信システムを作成した場合は、WebLogic を本番モードに切り替えます。

1. WebLogic 管理コンソールにログインします。

2. ツリーのドメイン名をクリックします。

3. 「一般」タブをクリックします。

4. 「本番モード」の横にあるチェック・ボックスを選択します。

5. 「保存」をクリックします。

6. 「変更の承諾」をクリックします。
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7. すべてのサーバーを再起動します。

8. すべてのサーバーを再起動した後、次のエラーが表示されることがありま
す。

<BEA-090782><サーバーは本番モードで実行されています。コマンドラインから
パスワードを安全に読み取るためのネイティブ・ライブラリ (terminalio)が見つ
かりません。>

このエラーが表示された場合、次を行います。

a. WebLogic 開始スクリプトを変更します。 スクリプトは次のとおりです。

- <domain_home>/bin/startWebLogic.sh

- <domain_name>/bin/startManagedWebLogic.sh

(Windows を使用している場合、ファイルの拡張子は .shではなく .cmdで
す。)

次を (1 行として ) 各スクリプトに追加します。

JAVA_OPTIONS="${JAVA_OPTIONS} -
Dweblogic.manangement.allowPasswordEcho=true"

b. すべてのサーバーを再起動します。

F. WebCenter Sites との Oracle Access Manager (OAM) の統合
( オプション )

CAS を Oracle Access Manager (OAM) に置き換える場合は、Oracle WebCenter 
Sites: サポート・ソフトウェアの構成の手順を参照してください。

G. LDAP の統合

LDAP との統合は、Web インストールの場合はオプションです。 

LDAP の統合を実行する必要がある場合、次を実行します。

1. 選択したサポートされている LDAP サーバーをセットアップします。 詳細
は、Oracle WebCenter Sites: サポート・ソフトウェアの構成を参照してくださ
い。

2. WebCenter Sites CD に含まれている LDAP 統合プログラムを実行します。

注意

本番モードをオフにする必要がある場合、前の項 49 ページの
「weblogic.Deployer 用の環境のセットアップ」に示すように
weblogic.deployerの環境を設定し、次のコマンドを実行します ( 新し
いウィンドウを開くことを想定 )。 
java weblogic.Admin -url :<admin_listen_port>/" href="http:/

/:<admin_listen_port>"http://
<listening_address>:<admin_listen_port> -username 
weblogic -password demo4132 SET -type Domain -property 
ProductionModeEnabled false
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詳細は、Oracle WebCenter Sites: LDAP との統合を参照してください。

WebCenter Sites クラスタのセットアップ ( オプショ
ン )

垂直クラスタをインストールする場合は、次の手順を完了します。

A. 管理対象サーバーの追加

B. 追加のクラスタ・メンバーの作成

C. クラスタの作成および構成

D. CAS クラスタのセットアップ ( オプション )

E. CAS の再デプロイ ( オプション )

この項の手順を開始する前に、次の事項を確認します。

• 管理対象サーバーに完全な WebCenter Sites インストールがあること。

• 垂直クラスタをインストールしていること (WebLogic 管理対象サーバーが同
じマシンにインストールされていること )。

A. 管理対象サーバーの追加

前の項で使用した管理対象サーバー以外に管理対象サーバーがない場合は、残り
のクラスタ・メンバーごとに 1 つずつ作成する必要があります。 それ以外の場合
は、次の手順の「B. 追加のクラスタ・メンバーの作成」に進みます。

管理対象サーバーを追加するには :

1. WebLogic 管理コンソールにログインします。

2. 「環境」を開きます。

3. 「サーバー」をクリックします。

4. 「新規」をクリックします。

5. 新しい管理対象サーバーの名前を入力します。 管理サーバーと同じリスニン
グ・アドレスを入力します。 リスニング・ポートを入力します。これは、管
理サーバーおよび他の管理対象サーバーとは異なるポートです。 「いいえ、
これはスタンドアロン・サーバーです。」を選択し、「次へ」をクリックしま
す。

6. 「終了」をクリックします。

7. 「変更の承諾」をクリックします。

8. 「サーバー」をクリックします。

注意

プライマリ・クラスタ・メンバー用に LDAP を構成済である場合、すべ
てのセカンダリ・クラスタ・メンバーに対して必ず configuredLDAP.sh
を実行してください。
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9. 作成した管理対象サーバーをクリックします。

10.「構成」タブで「全般」をクリックします。

11.「マシン」ドロップダウン・メニューで、ドメイン構成中に作成したノード・
マネージャを選択します。

12.「保存」をクリックします。

13. 新しい管理対象サーバーを起動します。

14. この手順を、追加の管理対象サーバーごとに繰り返します。 

B. 追加のクラスタ・メンバーの作成

1. 管理対象サーバーを追加した後、次の項の手順をメンバーごとに繰り返すこ
とでクラスタ・メンバーを作成します。 

a. 64 ページの「WebCenter Sites のインストールの概要」

b. 71 ページの「インストール後の手順」

これを完了すると、少なくとも 1 つのプライマリ・クラスタ・メンバーと 1
つのセカンダリ・クラスタ・メンバーを持つようになります。 

2. ここで、管理対象サーバーをクラスタ内に配置することが必要になります。 
手順については、次の項に進んでください。

C. クラスタの作成および構成

ドメインの作成時にクラスタを作成および構成しなかった場合は、ここでそれを
行う必要があります。 この項では、管理対象サーバー (WebCenter Sites をホスト
する ) をクラスタに配置します。 

クラスタを作成および構成するには :

1. 次のようにクラスタを作成します。

a. 管理コンソールにログインします。

b. 「環境」を開きます。

c. 「クラスタ」をクリックします。

d. 「新規」をクリックします。

e. クラスタの名前を入力します。 デフォルトのマルチキャスト・アドレスは
そのままにします。 「マルチキャスト・ポート」に管理ポートを入力しま
す。 「OK」をクリックします。

2. 次のようにクラスタにサーバーを追加します。

a. 管理コンソールにログインしているときに、「サーバー」をクリックしま
す。 

b. クラスタ・メンバーとなる管理対象サーバーごとに、次のように実行し
ます。

1) サーバー名をクリックします。

2) 「構成」タブで、この項の前半で「クラスタ」ドロップダウン・メ
ニューに作成したクラスタを選択します。
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3) 「保存」をクリックします。

3. 次のようにファイル・ロックおよびクラスタ・パラメータを構成します。

a. クラスタ・メンバー上で実行されているアプリケーションを停止します。

b. <shared_dir>の下に syncディレクトリを作成します。

c. クラスタ・メンバー上のアプリケーションごとに次のように実行します。

<cs_install_dir>/futuretense.iniファイルを編集します。 ft.sync
をすべてのクラスタ・メンバーに対して同じ値に設定します。 
ft.usedisksyncを、作成した syncディレクトリのパスに設定します。

4. <cs_install_dir>/binのすべてのファイルを <wl_home>/
wlserver_10.x/server/native/<os_type>/<os_version>にコピーしま
す。

5. たとえば、Linux 上では、ファイルを <wl_home>/wlserver_10.3/server/
native/linux/i686/にコピーします。

6. クラスタ・メンバーごとに、次のものを weblogic.xmlファイル (WebCenter 
Sites デプロイメント・ディレクトリの WEB-INFフォルダにある ) の
<weblogic-web-app>タグ内に追加します。

<session-descriptor>

  <persistent-store-type>replicated</persistent-store-type>

</session-descriptor>

7. クラスタ・メンバー上でアプリケーションを起動します。 ログイン情報は、
72 ページの「WebCenter Sites のインストールの検証」を参照してください。

8. CAS クラスタをセットアップする場合、次の項 CAS クラスタのセットアッ
プ ( オプション ) に進みます。それ以外の場合は、81 ページの「業務目的に
合わせた WebCenter Sites のセットアップ」に進みます。

D. CAS クラスタのセットアップ ( オプション )
インストーラは、プライマリ WebCenter Sites クラスタ・メンバー上にのみ CAS
をデプロイするように構成されています。 別のサーバーに CAS をデプロイする
場合は、手動で CAS をデプロイする必要があります。 さらに、セカンダリ CAS
クラスタ・メンバーを手動で構成およびデプロイする必要があります。 詳細は、
Oracle WebCenter Sites: サポート・ソフトウェアの構成を参照してください。

注意

Linux 上では、宛先パスを PATH ステートメントに追加します。 それ
を行うには、<domain_home>/bin/startWebLogic.shおよび
<wl_home>/wlserver_10.3/server/bin/startNodeManager.shの
2 つのスクリプトを、最初のコメント・ブロックの後に次の行を追加
することで編集します。 

LD_LIBRARY_PATH="$LD_LIBRARY_PATH:<wl_home>/
wlserver_10.3/server/native/linux/i686"

PATH="$LD_LIBRARY_PATH:$PATH"
export LD_LIBRARY_PATH
export PATH



第 6 章  Oracle WebCenter Sites のインストールおよび構成

 業務目的に合わせた WebCenter Sites のセットアップ
81

Oracle WebCenter Sites: Oracle WebLogic Application Server へのインストール

E. CAS の再デプロイ ( オプション )
別のサーバーに CAS を手動で再デプロイすることが必要になることもありま
す。 CAS の再デプロイの詳細は、Oracle WebCenter Sites: サポート・ソフトウェ
アの構成を参照してください。

業務目的に合わせた WebCenter Sites のセットアッ
プ

WebCenter Sites のインストールを完了すると、業務で使用するためにそれを構
成する準備が整います。 手順については、『Oracle WebCenter Sites 管理者ガイド』
および『Oracle WebCenter Sites 開発者ガイド』を参照してください。 これらのガ
イドでは、データ・モデル、コンテンツ管理サイト、サイト・ユーザー、パブ
リッシュ関数、およびクライアント・インタフェースなどのコンテンツ管理環境
を作成および有効化する方法について説明しています。
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